
夏ぎくの開花調節技術について

1．試験のねらい

　露地の夏ぎくの開花期は主として気温の影響によるため、同’品種でも出荷期に年次変動がみ

　られ、年によっては一時期に集中する場合がある。このため開花期を分散させるため多くの品種

が作付げされている。これらのことを改善するため同一品種を1～2ケ月間開花期を遅延させる

方法として、長日処理による方法、生育初期に小トンネルを密閉し高温に遭遇させる方法及び植

物ホルモンのエチレン（エセフォン）を処理する方法等の技術を昭和60～62年に・かけて検討

　したので報告する。

2．試験方法及び結果、考察

（1）8～9月出しの電照抑制適応品種の検討

　　　親株は、仮植後12月下旬に無加温室（バイブハウス）に定植しも吸枝が伸長する2月上

　　旬に揮芯し・同駅花芽分化を抑制するため深夜4時間（（22～2野），照度501uxで電

　　照を行った。8月出し働壬1挿し芽・月・目、定植・月・・日、・月出し作型は挿し芽・月一

　　13目、定植5月28目に行い条間60㎝、株問12㎝の2条植えとした。7月咲き品種の8

　　月上旬までの花芽分化抑制の可否を精雲ほか10品種を用い摘芯時から6月25日まで深夜4

　　時間の電照で検討した。その結果精雲、銀秀芳は完全に花芽分化が抑えられ消灯後の開花も順

　　調であり、サマーイエローは不完全抑制たがら適応可能であった。また、7～8月咲き？11

　　品種を9月咲きを目的に検討した結果秀芳の晴姿、精雲が適応品種であった。摘芯時からの電

　　照期間は7週間が適当であり、消灯後に生長する葉が小型となるうらこげ現象は消灯10～14

　　目後に5目再電照、4目消灯、3目再電照することにより防止出来た。花首の伸び過ぎにはB

　　－9の500倍液散布が適当であった。（データー省略）

　（2）トンネル被覆による開花抑制試験

　　　採穂、挿し芽は1月29目～2月25目までの期間で同時に挿し芽を行い、仮植は挿し芽か

　　ら20目後に行った。摘芯は4月1目、定植は4月3目で2条植えとし旭定植直後ポリフィ

　　ルム（厚さ0．05㎜、幅135㎝）を株より5㎝程度離し高さ50㎝のトンネルを被覆しフィ

　　ルムの裾を密閉した。精海他3品種は、密閉偉よって開花が遅延し5月10目除被で4～16

　　目、5月17目で12～18日の遅延であったが、トンネル内での高温障害が認められも障

　　害を回避するため除被1～2週間前に換気穴を開けて検討した結果、換気率4．5％と8．5％の

　　区では5月23目まで安全に経過した。サマーイエローでは5～10日開花遅延した。

　（3）エセフォン処理による開花抑制試験

　　　品種は精雲を用い幼若性の強い株から採穂して、挿し芽を行い定植4月3目、摘芯5月7日、

　　第1回エセフォン処理は摘芯日と」第2回目処理は展開葉5枚目で摘芯1ケ月後、第3回処

　　理は展開葉10枚で前回処理の1週問後に行った。その結果摘芯時に工千フォン300ppmを

　　1回か更に5～10葉時に100ppmを追加処理することにより開花期は8～15目遅延した。
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トンネル被覆栽培のフィルム開放時にエセフォンを1～3回処理することにより15～20目

開花が遅延した。（データー省略）

ふ　成果の要約

　夏ぎくの精雲、サマーイェロー等は、長目処理、小トンネルによる高温処理、エセフォン処理

たどによって開花を遅延させ7月から9月まで開花期間を拡大することが可能となった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当者　花き部　古口　光夫、佐々木　功）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　協　力　矢板農業改良普及所

表一1　8月咲作型における開花特性

消　　灯　　時 開花調査 開　　　　花

品　　種　　草　丈葉数

　　　　　　㎝　　　枚

花芽の草丈葉数花首径切花重

ステージ㎝枚㎜9
始期　中期終期

春　　　娘

桃　　　車

サマ｝イェロー

有　　　明

精　　　雲

33，1

46，3

50，6

43，2

42．6

11，4

18，0

19，0

16，6

15．4

　7

　7

2～3

2～3

0～1

66，3

72，2

93，4

89，3

93．7

19，3

27，3

35，3

33，7

38．7

5．8

5．2

3．2

4．5－

3．5

36．3

4γ8

6Z8
60，5

66．0

7／19

7／20

7／31

8／1

8／3

7／20

7／25
8／7

8／4

8／8

7／22
7／28・

8／10
8／5

8／10
花芽分化ステージ ○未分化　1生長点肥大期　2総琶形成前期　3総萄形成後期

4小花形成前期　5小花形成後期　6花弁形成前期　7花弁形成後期

表一2　8月咲の電照期間の違いが開花に及ぼす影響

電照 開　　　　花 到花

品種期間草丈葉数草丈葉数花首径切花重
　　　　週　　　㎝　　　節　　　㎝　　　枚　　　㎜　　　9

開花始 開花期　開花終
　　　　　　　日数

　　　　6　　30．3

精雲　　7　　42．6

　　　　8　　　3119

12，4

15．4

ユ3．9

76，8　　32，8

9　3，7　　3　8．7

902　37．8

3，3　　　45．4

3，5　　　66．0

3，3　　　71．5

8／5

8／3

7／31

8■／8　　8■■10　48

8／8　　8／10　48
8／2　　　　8／4　　　　4　2

　　　　6　　　33．1
サマー
　　　　7　　　50．6イエロー

　　　　8　　　4817

13，1

19，0

20．2

7　5，3　　　3　2，1

93，4　　35，3

83，4　　34．O

2，3　　　52．0

3，18　6Z8

2．7　　　576

8／4

7／31

7／27

8／5　　　　8／8　　　　4　5

8／7　8／1047
7／28　　7／31　　3　8
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表一3　トンネル被覆によるフィルム除被時期が開花に及ぼす影響（2品種のみ抜粋）

品

精　　　雲

サ　マ　ー

イエロー

種　　開花始　開花期　開花終

1区7／127／147／19
2区7／227／257／2き

3区7／5　7／107／15

1区7／107／147／16
2区7／227／268／2
3区7／5　7／87／12

到花目数

　目　　目

103＋

113＋
99＋

103＋

115＋
97＋

※　到花目数、ピンチから開花期までの目数

※印は、慣行区（3区）からの開花遅延目数

禅

14

0

6

18

0

草．丈葉数花首長生体重
　㎝　　　枚　　　㎜　　　9

105

117

105

105

114

104

42

51

39

47

52

44

5．0

4．5

5．5

3．0

3．0

4．0

68

67

65

70

65

75

1区5月10目、2区5月17目除被

3区慣行換気5月8目除被

表一4　エセホンの処理時期が品質、開花に及ぽす影響

　　　　　　草　　丈葉　数切花重
処　理　区
　　　　　　　㎝　　　　枚　　　　9

区85，033，064．O
区96，642．26Z2
区106，644，268．5
区101，843．66Z5
区96，442．06τ3

鹿花始

7／25
8／3

8／5

8／5

8／5

　　　　　　　　　遅延目数
開花期　開花終
　　　　　　　　　　目

7／28
8／6

8／13
8／13
8／13

8／1

8／11
8／16
8■16
8／15

　　O
＋　　8

＋15

＋15

＋16

1区　無処理　　2区　摘心時処理　　3区　摘心時十展開葉5枚時処理

4区摘心時十展開葉10枚時処理　　5区摘心時十展開葉5枚十10枚時処理区

摘心時処理300ppm、展開葉処理100ppm
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